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中本：今から実技ディスカッションをやってもらいます。ディスカッションはですね季節のツボを、学術部が決めた季節のツボを使って鍼をやっていきます。今はですね春なので大敦、足竅陰、足臨泣と言うツボです。それを使ってやってください。このツボを決める理由と言うのがありまして、季節と言うのは皆に影響しているものなんですよね。季節と言うのは必ず皆に影響しているゆるぎないものであって、それをまず柱にします。ほんで後はですねそのツボで効果を出してもらいたい。その自分の実力をつけてもらいたいと言うことですね。手技の実力。そう言う事を習得するための時間と思ってやってください。他にも使いたいツボっていうのがあるかと思いますけど、この時間はそれでお願いします。できなかった場合そのツボで胃の気が出せなかった場合は、何がいけなかったのかってのを色々班の中で話し合ってそれで出せるようにしましょう。後半の方はツボは決めません。自分たちの診断でツボを決めてですねやってもらうんですけど、一人の人が最初から最後まで治療をすると。 診断から治療までする。1つのツボを使ってね。その変わり例えば「太白にします」って言ったら最初からずっと太白で効果を出していきましょう。午前中にも実技をやりましたけどそう言うのを思い出してもらってちゃんと胃の気が出るようにしていきたいと思いますのでよろしくお願いします。では始めていきましょう。
この季節はですね春ので弦脈が出ていると思うんですよね。弦脈をちゃんと見つけてくださいね。それがちゃんと変わるように胃の気が出るようにしていただきたいと思います。お願いします。

中本：皆さんお疲れ様でした。今から45分までディスカッションをしていきたいと思います。まず1班からお願いできますか。各班で出た意見というのを出してください。

片岡：1班です。いつもと同じように春の風邪っていうのを意識して、弦とか尺膚で言えば急とかそういう脈や体の反応を探して、ツボ反応も診てその弦が変化するようなハリをするっていう事を皆で確認しながら実技ができました

中本：はい、ありがとうございます。他の脈状、弦以外の脈状もあるような感じの診方もされましたか。探すと言うかこう言う脈があるね、と言うような。

片岡：そうですね。弦の深さと言うか人によって表面の方にありありと弦が出てる人もいたし、上の方は緩い状態で中に弦があるような脈の人もいました。そういう脈の弦の部分が変化するような鍼をするっていうことをしました。他の脈もあったって言ったら語弊があるかもしれないですけれども、みんな一緒の弦ではなかったっていう感じですね

中本：今この時期っていうのは冬から春になってまだ間がないんですよね。2月4日から春になってまだこう浮いてい、浮き切っていないぐらいの時期だと思うけどそんな感じの脈だったですか。

片岡：浮いている人もいたんで（中本：浮いている人もいた）個体差（中本：があったと言う事）はい。

中本：ありがとうございます。今の1班のご意見で何か質問とか、あとは1班の中でも何かもうちょっと言いたい事とかあったら挙手をお願いしたいんですけど。無いですか。はい、山崎先生。

山崎：今更ながらその浮いていたとかそうでもないとか言うてるその弦っていうのはどんな指あたりなのですか。

片岡：えっと、丸みがなく尖っている手触りの人もいるし、丸いけれども硬いとかそういう、弦ですからね。攣るとかそういう手触り。セコイ言い訳をするけれども、そう言う風な硬さがある脈でした。手触りでした。

山崎：硬さがあるということだけを聞いてると他の脈状でもありますかね。よく皆さんが言われる濇脈、あれにも多少は硬さはあるんでしょう。表面だけがザラザラして中は柔らかいということでも無いと思うんですけど、その辺のとこいかがでしょうか。

片岡：手触りの話、堅さと言ったら手触りなんですけれども、濇脈とか含めると流れとかいう話も出てくるんかなと思うんですね。充実感があるって言うのも硬いっていう人は硬いって言うやろけれども、その胃の気の有無っていうところになるんかとは思うんですけれども、硬さ以外言われないけど。中の柔らかさとの差が大きいという感じかな。でもやっぱり鍼した後にそれが解けるような感じがあり、表面の まとまりのある脈と比べるとやっぱり硬いっていう表現になりますかね。

山崎：鍼したら変わるという話をされてしまうと、そのどうしようもないなとは思うんですけども、胃の気ある無しに関わらず、胃の気ある無しに関わらず、て良い方悪いんか。微弦は良いんだからね。いや、良いんだ。間違っていない。胃の気ある無しに関わらず弦はこんな手触りですみたいなのが中々分からなくて困っているんで質問しただけで、今答えがどうのこうの即答を求めてるわけじゃないんで、あんまり言ったらきりがないんで。そういう今みたいな意見もあるんやなって言う風に聞きました。以上です。

中本：どうでしょう。あの今の濇と弦の硬さの違いっていう問題が出ましたけど、どういう風に見分けますか。平岡先生、行きますか。濇と弦の硬さの違いですよね。ただ硬いと言われると両方硬いという意見がありましたね。その辺はどういう風に手触りとか説明できるか。

平岡：あまり僕ちょっとよく分かってないんですけど、なんとなく弦は弾くような感じ、硬さですね。（中本：堅さ）僕的には弦と濇は流れ方かなと思ってるんで、そこまで硬さってのは意識してない。

中本：流れ方がどんな感じですか？

平岡：弦は跳ねるような感じで、昔森本先生が言っていた、濇の場合はホースを握った感じで中の流れ方がジュルジュルって感じが濇ってイメージが僕の中で付いているだけで、堅さまではちょっと分からないです。すみません。

中本：はい。田附先生はどうでしょう。

田附：私のイメージだと濇も弦も硬いんですけど、濇の方が遅いようなイメージで指に触れる脈管の表面がなんか均一でないトゲトゲさがあるのが濇というようなイメージがあります。迷った時にはお腹や尺膚を触って判断しています。

中本：はい、ありがとうございます。他には何かありますか。はい、ちょっとお待ちください。

本田：本田です。今、お答えになった先生方と同じなのですが、たぶん、脈状で言うとわかりやすいと思っているのですけど、硬いというのは、どちらも実脈としてあっても良いと思いますし、実として診ていくのですけど、濇と弦の違いって言うのは、僕は指の当たり方が短いだとか、弦だったら長いとか、そういうもので見分けるというのも、できるのではないかな、と思っています。以上です。

中本：濇の場合は、浮濇短、という脈状で、弦の場合は、弦牢長。（本田：そうです）そういうことで長い短いで。

本田：そういうことも参考になるのでは。

中本：参考になるという事ですね。はい、山崎先生。

山崎：長いと短いの違いと言うのは、何か分かり易い表現は。長いのはどういうのが長いのか、短いのか。

本田：先生がさっき仰った指の当たりかたですよね。一回指に当たる時の、拍動の指に当たる、例えば、人差し指だったら、人差し指に当たる脈の、脈の当たり方が長く当たる、線上に当たる、短いものは点状に当たってくるというようなニュアンスで感じています。

中本：長さ、距離の問題、指に当たる距離の長さの問題。（本田：そうです）それが短い長い、という話。

山崎：勘違いしていないのか確認したいのですが、指の幅が1メートルと仮にして、その1メートルの指の幅のところに、例えば、10センチの堅いものがチョンと触れる場合と、70センチのものがチョンと触れる場合というふうな意味で捉えて良いですか。（本田：はい、そうです）はい。ありがとうございます。

中本：他にはないですか？こういう事ではないか、こういう違いで診ているのではないか、ということがあれば、ないですか？例えば、古典には、脈経には、資料を配っているのですが、弦の脈は、これを挙げてあることなく、これを按ずれば弓弦の形の如し、ピンピンと弓のね弦の形をしているかだとか、脈論口訣などでも、押手も沈まないとか、挙げても指に付いて上がってくるとか、こういうものが弦である、ということが書いてありますね。確か濇は消えるのでしたっけ。本田先生。

本田：はい。濇ですか。（中本：押したら消えるのでしたっけ）詳しくは覚えていないのですけど、消えるのでしたか？どうでしょう？確認して下さい。

山崎：弦は病脈。今、中本先生が言われたのは、病脈の弦の話ではなかったですか？

中本：これは、今の古典の分は。

山崎：押しても消えないのは、病気の状態に身体が傾いている時には、少々押し潰しても消えない（中本：消えない）

中本：微弦が正常なものとして考えるとそういう事だと思います。

山崎：微弦は押し潰してもあかんし、押し潰してもないけど、弦が消えないから、調子乗って推しても消えないですよね。それのことですよね。

中本：はい。病脈。

山崎：病脈は、古典のその辺の所って、私の読み方が悪いのですけど、ここからここまでは病脈、ここからここまでが健康脈、もう少し、わかるように自分で拾っていかなければと、まだ混ぜごぜなので。確認の為に聞いてみました。

中本：はい、他にはないですか？弦の脈、濇の脈に関して、はい、2班お願いします。

平岡：2班です。テーマ1の方がだいぶ議論したと思います。僕の所はテーマ2を中心に話したいと思います。実際、自分がやってみたのですが、自分の問題点もあるのですが、外虚内実を探すのにどうしても選穴の時は良いのですけど、取穴する時に脈が悪くなると言うのは問題になっています。その原因は押手をつくる時にズレてしまっている、という事と、手に意識しすぎて重たくなっている。それとは逆に、意識が焦りになり、鈎上になりひっかくように取穴を何回が触ってしまう問題が出ていました。脈の方を診ていた先生に聞いてみると、例えば、選穴の時は、幅が出て良い変化はしているのだけれども、結局押手をする時に堅くなってしまう形ですね。結局、指の使い方が悪いのではないのか、という指導、支持、アドバイスをいただきました。受けている先生にも聞いてみて、選穴の時は心地よいが取穴の時に余分なものを貰っている、という表現をされていたので、取穴する時に、手を合わせるときに重さが入っているのではないのか、という意見が出ていました。それと僕が押手を作る事が慣れていない、と言うとおかしいのですが、一連の動作がスムーズでないのも原因ではないのか、という意見が出ました。以上です。

中本：僕はさっき2班にいたのですけど、けっこう立ち位置とかね、自分なりのこのツボへの立ち位置みたいのがないと、全部同じような事でやっていたら手首が苦しそうだったり、良くない状態があったかな、と思うので、そういうことをずっとやってきたのですけどね、2班では。脈の状態はどうでしたか。季節の脈、他の脈もそうですけど。そういうのは皆さん診れたのでしょうか？

平岡：僕の班を見ていた感じでは、皆さん弦脈感じていて、僕以外の取穴されていた先生はそれなりに脈に出ていますよ、というふうに皆さん判断していました。はい。

中本：お腹の触り方はどうですか？今日の午前中のスキルアップ講座で、三菽、九菽、十二菽という触り方がありましたけど、それと脈状とですね、お腹の状態は合っていたのかどうかその点はどうだったでしょうか？

平岡：そこまでは僕は確認していませんでした。

中本：他の班員の方はどうですか？田附先生。

田附：質問をもう一回お願いします。

中本：脈状の脈の位置とお腹を触った時、午前中、三菽、九菽、十二菽の触り方がありましたよね。それと脈が対応できているのか。できていたのかどうか。それを確認できたかどうかですね。

田附：深さという意味ですか。（中本：そうですね）

中本：午前中はそういうふうなものを診る時間がだったと思うのですよね。脈の状態、お腹ではこういうふうに触ります、三菽では指を伸ばして触る、脈は指腹で触っていましたよね、それで段々深くなるにつれて指を立てていく、という脈の診方をしていたと思うのですよね、2か月、3か月前、それと今回はお腹の触り方、皮毛三菽では指を寝かして触る、さぁっと触る、肌肉の部分は指を少し立てて触る、筋の状態は指をかなり立てて触っていく、深い所まで診ますよって話を午前中でしていたと思うのですよ。それはやっぱり脈とか対応できると思って触っていたのですけど、それは確認できたかな、と思って質問させてもらいました。

田附：例えば、脈の三菽に弦があるからお腹も弦だよね、という確認はしていなかったと思います。ただ、午前中にそのお腹も三菽以外も九菽、十二菽も診るという事で、今、触ってみて、表面が緩で、中に堅いものがあるよね、というものが取穴の後、どのように変化したのか、というのは皆さん確認はしていたと思います。

中本：脈とお腹の比較はそうしていなかった（田附：そこをつなげては）考えていなかった。わかりました。けっこうその、やったことが色々繋がってくると思うので、そういうふうにやっていくと応用的なことが出来るのではないかと思うのですよね。だから午前中のスキルアップ講座で教えてもらったことだけじゃなくて、それプラス関連して考えていくとかしていくとけっこうわかりやすくなるかな、と思いました。他に何か、このことでご意見がある方とか、他に言いたいことがある方とかありますでしょうか。はい、それではちょっと早めなんですけど、これで実技ディスカッションを終りたいと思います。ありがとうございました。
